
３．水文特性

水文観測所

江の川下流域に設置されている建設省の水文観測所は、平成元年現在で雨量観

測所が４ヵ所、水位流量観測所が７ヵ所である。それらの観測所の一覧および位

置を表５―１・２と図５―５に示す。





降水量

江の川下流域の昭和 60年までの累年平均の年降水量分布図を図５―６に、江の

川下流域の主要地点における年降水量の経年変化を図５―７に示す。年降水量は

観測地点により統計年数が異なるので正確なことは言えないが、概ね地形の標高

に比例して分布をしており、流域北東部から南西部にかけての中国山地脊梁部に

おいて 2,000 mmを超す多雨地域が存在し、等雨量線は北東一南西方向に密に並走

している。このような多雨の形成は、主として冬の北西季節風による地形性降雨、

すなわち降雪分布が大きく影響している。また、流域南東部の上下川流域では1,500

mm以下の比較的小雨地域が存在し、三次から浜原付近にかけての江の川本流沿い

に小雨地域が細長くのびている。この地域は江の川関門にあたり、脊梁山地が途

切れて庶蔽物となる山地を吹き、夏の地形性降雨が発生しにくいからである。

図５―７における３地点のこの間の年平均降水量は川本2,151mm、瑞穂1,903mm、

桜江 1,852 mmである。降水量の多い年は 40年、47年、58年などで 2,500 mm前後

に達している。逆に降水量の少ない年は48年、52年、59年などで1,500mmを下回っ

ている年もある。全体的に見ると降水量の多い年と少ない年が比較的周期的に現

れているが、川本においては小雨になりつつある傾向が見られる。また、川本に

おける昭和 34年から 63年までの 30年間の月別降水量の推移を表５―３に示す。

流　況

①水　位

江の川下流部の江津市川平における昭和 45年～ 63 年の水位の概況を表５―４

に示す。この観測所は河口から９.２kmの地点にあり、集水面積は3,849.0である。

また、この間の最高水位と平水位の推移を図５―８に示す。これによると、最高

水位は年ごとの変動が大きく、昭和 47年の 16.80mをはじめとして 10mを超す

水位が出現した年が５回存在し、いずれも豪雨の後数日以内に出現している。一方、

平水位も最高水位に対応した変動を見せるが、その幅は小さく水位の低下の傾向

がみられる。

②流　量

川平における最近 20 年間（昭和 44 年～ 63 年）の流況を表５―５に、年最大

流量の経年変化を図５―９に示す。この間に最大流量が記録されたのは、48年と

52年を除いて梅雨期・台風期であり、その値は昭和 53年の 806.88 /s から 47

年の 9,197．37 /s と年によって大きな変動があり、年平均流量に比較して変動

が大きくなっている。逆に最小流量は 10月下句から 11月上句にかけて観測され

ている年が多いが、この 20年間の最低値を記録してはいない。
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